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医療薬学研究科　医療薬学専攻　博士課程

Ⅰ募集要項

　本研究科では、修了認定・学位授与の方針（ＤＰ）及び教育課程の編成・実施の方針（ＣＰ）に定める
教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能や能力、目的意識・意欲を備えた人を求めます。
　⚑．薬学系専門知識（薬剤師国家試験問題程度）を身につけている。
　⚒．「指導的立場に立てる有能な医療人」になりたいという強い意志・向学心を持つ。
　⚓．豊かな人間性と医療人として高い資質を持つ。

⚑．入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー）

⚔．募集日程
入学手続締切日
（締切日必着）合格発表日入　試　日出　願　期　間

（消印有効）区分

入学金：⚒⚐⚒⚒年⚑月⚒⚖日（水）
学費（前期分）：⚒⚐⚒⚒年⚒月⚒⚕日（金）

⚒⚐⚒⚑年⚑⚒月⚒⚗日（月）⚒⚐⚒⚑年⚑⚒月⚑⚙日（日）
⚒⚐⚒⚑年⚑⚑月 ⚘日（月）

Ỗ
⚒⚐⚒⚑年⚑⚒月 ⚓日（金）

Ⅰ期

⚒⚐⚒⚒年 ⚓月⚒⚕日（金）⚒⚐⚒⚒年 ⚓月⚑⚘日（金）⚒⚐⚒⚒年 ⚓月⚑⚒日（土）
⚒⚐⚒⚒年 ⚑月⚑⚗日（月）

Ỗ
⚒⚐⚒⚒年 ⚒月⚒⚘日（月）

Ⅱ期

※願書は消印有効。
　ただし、出願資格に疑義のある者は、受験できないことがあるので出願締切日の⚑ヶ月前までに相談
すること。
※入学手続きは締切日必着。

修業年限募集定員課　　程専　　　　攻研　　究　　科

⚔年⚔名博士課程医療薬学専攻医療薬学研究科

⚒．募集課程・募集定員及び修業年限

　次のいずれかに該当する者
①　大学の薬学（⚖年制）、医学、歯学又は獣医学の課程を卒業した者（⚒⚐⚒⚒年⚓月末までに卒業見込み

の者を含む）
②　大学の薬学（旧⚔年制）を卒業し、修士課程を修了した者（⚒⚐⚒⚒年⚓月末までに修了見込みの者
を含む）

③　大学の薬学（旧⚔年制）を卒業し、⚓年以上経過した者で、修士課程を修了した者と同等の学力
があると認められた者

④　外国において学校教育における⚑⚘年の課程（最終の課程は、医学、歯学、薬学、または獣医学）
を修了した者（⚒⚐⚒⚒年⚓月末までに修了見込みの者を含む）

⑤　文部科学大臣が指定した者
⑥　外国において学校教育における薬学を履修する課程を修了し、大学における所定の単位を優れた
成績をもって修得したものと本大学院が認めた者。

⑦　本大学院において、個別の入学資格審査により、薬学（⚖年制）、医学、歯学又は獣医学の課程
を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、⚒⚔歳に達した者

⚓．出願資格
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˓本学所定༻ࢴ
①入学志願ථ・受験ථ
②খ࿦文
③研究業績
④௨知༻Ѽ名γʔϧ
છ঱によるಛ別ાஔײίϩφ΢Πϧεܕ定ྉ　໔আ　　※⚒⚐⚒⚒年度入試に限り、৽ݕ⑤
˓ূ໌書
①成績ূ໌書（ݫ෧したもの）
②出身大学が発ߦした卒業ূ໌書又は卒業見込ূ໌書
③国家資格໔ূڐ（ࣸし）

⚗．出願ॻྨ౳

①出願方๏
上ه書ྨҰࣜを「଎達؆қ書ཹ」で༣ૹするか、持ࢀして͘だ͞い。出願書ྨ受෇׬了ޙ、受験
ථをૹ෇します。
˞਎ମతཧ༝ʹΑΓɺ受ݧ·ͨ͸ब学ʹ͋ͨΓಛผͳ഑ྀ͕ඞ要ͱͳΔ৔߹͸ɺ出願લʹ入޿ࢼใ
ࣨ΁૬ஊ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
②出願ઌ
⚘˟⚘⚒Ȃ⚘⚕⚐⚘　ݝ࡚ٶԆԬ٢ࢢ໺ொ⚑⚗⚑⚔Ȃ⚑　۝भอ݈෱ࢱ大学　入試޿ใࣨ

⚘．出願方๏及び出願ઌ

ձ৔ݧࢼ．⚖
۝भอ݈෱ࢱ大学（ݝ࡚ٶԆԬ٢ࢢ໺ொ1�1�Ȃ1）
※ৄし͘はר末の大学Ҋ಺ਤをࢀরして͘だ͞い。

⚕．બߟ方๏
　書ྨ審査（খ࿦文）・໘઀・ૅج学力試験を૯合して൑定。

※有ػԽ学、ੜ薬学、分ੳԽ学、ӴੜԽ学、ੜԽ学、薬
ཧ学、薬෺࣏療学のୈ⚑⚐⚑ʙ⚑⚐⚖ճ薬剤師国家試験のվ
ม問題により⚒科目બ୒

಺　　　　　༰࣌　　間

集合�：1�

受験上の஫意、受験者の֬認�：��ʙ　�：��

��：⚑⚑学力試験 ※�：��ʙૅج

໘઀（専攻分໺、研究分໺について）11：1�ʙ
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①合格発表
入試݁Ռについては、合格・ෆ合格にかかΘらず、本人Ѽに༣ૹで௨知します。
合格発表日に、本人Ѽに༣ૹで௨知するため、౸着はཌ日以߱です。
学಺における合格者の掲ࣔはߦいまͤΜ。なお、ి ࿩等による合൱の問い合Θͤは受け෇けまͤΜ。
②入学手続
合格者には、「入学手続の手Ҿ」をૹ෇しますので、ͦれをよ͘ಡΜで指定の期日までに手続きを
。了͞れない場合は、入学ࣙୀとしてऔりѻいます׬了して͘だ͞い。期日までに׬
③ఏ出書ྨ
̰．੤໿書（本学所定༻ࢴ）
̱．ࣸਅ（⚑ຕ）
̲．卒業ূ໌書（出願࣌に見込ূ໌書ఏ出者のみ）
̳．ͦのଞ、本学が指ࣔする書ྨ
④学費ೲ入
本学所定のৼ込༻ࢴで、期日までに指定ۜߦにೲ入して͘だ͞い。
※合格者にૹ෇する「入学手続の手Ҿ」をよ֬͘認して͘だ͞い。
⑤入学ࣙୀ
౎合により本学΁の入学をࣙୀする場合には、書໘により必ず入試޿ใࣨ΁ಧけ出て͘だ͞い。
入学手続׬了ޙに入学をࣙୀし、ೲ෇金のฦؐをر๬する者は、Լهの日࣌までに所定のਃ੥書に
より願い出て͘だ͞い。ฦؐਃ੥書・入学ࣙୀಧを֬認ޙ、入学ۚҎ֎の学අ（લظ෼）をฦؐす
るॲஔをとります。（手਺ྉ受औ人ෛ୲）

　ฦؐਃ੥ॻఏ出క੾日（క੾日ඞண）⚒⚐⚒⚒年⚓ ⚓݄⚑日（໦）⚑⚖࣌　

※上هの日࣌までにฦؐਃ੥書と入学ࣙୀಧのఏ出がなかった場合、ฦؐできまͤΜので஫意し
て͘だ͞い。
※ฦؐਃ੥書は、合格発表࣌発ૹの「入学手続の手Ҿ」に௲͡込Μであります。
※入学ࣙୀಧだけではฦؐにԠ͡られまͤΜので、必ずฦؐਃ੥書もఏ出して͘だ͞い。
※ฦؐਃ੥書をいったΜఏ出͞れたޙは、いかなるཧ༝があってもऔり消しはできまͤΜ。
※ฦؐにつきましては、ฦؐਃ੥書受ཧޙ⚑ヶ月前ޙかかります。

⚙．߹格ൃද及び入学खଓ

˓医療薬学研究科　博士課程
⚑⚐．学ɹඅ（⚒⚐⚒⚒年౓入学ੜ）

1��
���ԁ入学金（ॳ年度のみ）合　　ޙܭ　　期前　　期費　　目

※本学Ԃઃஔ校からのਐ学者は
　入学金を໔আします。

���
���ԁ���
���ԁ���
���ԁ授　　業　　ྉ

���
���ԁ���
���ԁ���
���ԁ合　　ܭ

　本学では、資ྉ੥求や出願書ྨの受෇なͲにより得た「個人৘ใ」を、入学試験の合൱発表の資ྉと
してར༻することは当વですが、合格者΁の入学手続及び入学にؔ࿈したҊ಺発ૹなͲにもར༻ͤ͞て
いただきます。
　また、ෆ合格者ならびに入学ࣙୀ者の「個人৘ใ」は、Ұ定期間อ؅・؅ཧしたޙにద切に࡟আいた
します。
　なお、本学をӡӦするॱਖ਼学Ԃでは、֤ઃஔ校がอ有する「個人৘ใ」のదਖ਼なऩ集、ར༻、؅ཧ、
อޢを目的とする「ॱਖ਼学Ԃ個人৘ใอنޢ程」を๏཯施ߦと同࣌に制定し、個人৘ใのอޢに౒めて
おります。

͍ͯͭʹਓ৘ใのऔΓѻ͍ݸ．⚑⚑
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ʲڭҭཧ೦ͱミッションʳ
本学大学院医療薬学研究科医療薬学専攻では、「医薬඼の඼質、̓ શ性、有効性をे分な科学的ࠜڌにج
ͮき、༧ଌ、ධՁ、൑அできる能力を有し、これらの能力を૯合的に׆༻することで、医療人として最ળの
৬੹をՌたすことができ、ྟ চݱ場において指導的立場に立てる医療人をཆ成する」ことを教育目ඪとする。

ʲΧリΩϡϥϜの಺༰ʳ
⚑）科目履修：
本研究科では、ϨΪϡϥτϦʔαΠΤϯεの֓೦にͮجき、医療඼の඼質、҆શ性、有効性をे分な
科学的ࠜڌにより、༧ଌ、ධՁ、൑அでき、これらの能力を૯合的に׆༻する能力をᔻཆする。本研究
科院ੜのকདྷのਐ࿏として、ᾇප院薬ۈہ຿ر๬、ᾈௐ剤薬ۈہ຿ر๬、ᾉප院薬ہまたはௐ剤薬ۈہ
຿を૝定しているが、まだಛ定していない、ᾊૅج系大学教員や૑薬研究者ر๬等の⚔つのύλʔϯを
૝定している。ैって、研究指導教員は、入学࣌に院ੜのকདྷのਐ࿏について໘談をおこない、必修⚖
科目にՃえてਪ঑履修Ϟσϧをఏࣔしબ୒科目をܾ定する。
۩ମ的には、⚑年次に「医療ྙཧ学ಛ࿦」と「医療薬学研究方๏ಛ࿦」⚒科目（⚔単位）を必修とし、
ここでは、薬剤師としてのྟচの場におけるྙཧ問題をࣗݾղܾできるྙཧߟࢥをश得ͤ͞、͞らに、
薬学における研究方๏にؔするଟ֯的な知識をश得することでྟচݱ場において発ੜした問題΁のରॲ
能力をᔻཆする。
ͦして、医薬඼の඼質、҆શ性、有効性について科学的ࠜڌにͮجき༧ଌ、ධՁ、൑அできる能力を
ᔻཆする科目として、①඼質、②҆શ性、③有効性の⚓܈に分ྨし、֤܈にओ要科目⚔科目、合ܭ⚑⚒科
目を、͞らに、֤܈におけるͦれらの能力の૯合的׆༻を目指す科目として「医療薬学ૅجԋशⅠ・
Ⅱ・ᶙ」の⚓科目を഑している。۩ମ的には、「①඼質」科目܈では、「医療分ػࢠ能Խ学ಛ࿦」、
「౦༸医薬学ಛ࿦」、「ྟচ分ੳԽ学ಛ࿦」、「Ԡ༻薬剤学ಛ࿦」を、「②҆શ性」科目܈では、「໔
ӸԽ学療๏学ಛ࿦」、「薬඼࡞༻学ಛ࿦Ⅰ・Ⅱ」、「医療ެऺӴੜ薬学ಛ࿦」を、「③有効性」科目܈
では、「ྟচ薬学ಛ࿦Ⅰ・Ⅱ」、「ϑΟδΧϧΞηεϝϯτಛ࿦」、「ײછ঱࣏療薬学ಛ࿦」を専門બ
୒科目として合ܭ⚑⚒科目（⚒⚔単位）を編成し、ͦのதから⚙科目（⚑⚘単位）以上修得し、また、「①඼
質」科目܈には「医療薬学ૅجԋशⅠ」を、「②҆શ性」科目܈には「医療薬学ૅجԋशⅡ」を、「③
有効性」科目܈には「医療薬学ૅجԋशᶙ」を必修科目として合ܭ⚓科目（⚖単位）を編成し、⚓・⚔
年次には、҆શで効Ռ的な薬෺療๏をఏҊできるよう「医療薬学૯合ԋश」⚑科目（⚒単位）を必修科
目として഑している。

⚒）ಛ別研究：
ಛ別研究における࿦文࡞成でഓΘれる࿦ཧ的ߟࢥ能力は、これらの૯合的׆༻能力をඈ༂的に૿෯͞
ͤることで薬剤師として最ળの৬੹をՌたすことができ、ྟচݱ場において指導的立場に立てる薬剤師
のཆ成にۃめてॏ要である。ैって、博士࿦文のओ題は、研究指導教員の指導のԼ、院ੜがকདྷのਐ࿏
にଊΘれることな͘७ਮな学ज़的ڵຯにैい、͞らに医薬඼の඼質、҆શ性、有効性のಠ立した⚓܈の
区分にଊΘれることな͘、研究指導教員がऔり૊Μできたこれまでの研究ςʔϚをߟࢀにして౼ٞをॏ
Ͷܾ定する。ଈͪ、ಛ別研究の目的は、ࣾձにݙߩできるより質の高い࿦文を࡞成することであり、ͦ
の過程のதで院ੜが高度な࿦ཧ的ߟࢥ能力を身につけることにある。

ᶘത࢜課程の֓要
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【九州保健福祉大学大学院  医療薬学研究科  医療薬学専攻   カリキュラムの構成図】
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˓医療薬学研究科　医療薬学専攻　博士課程
ʲΧリΩϡϥϜද （r⚒⚐⚒⚑年౓）

備　ߟબ　୒必　修։ߨ年次科目名科目܈

⚓科目⚖単位修得⚒⚑医 療 ྙ ཧ 学 ಛ ࿦医

療

薬

学

専
攻
科
目
܈

⚒⚑医 療 薬 学 研 究 方 ๏ ಛ ࿦

⚒⚓・⚔医 療 薬 学 ૯ 合 ԋ श

単位なし⚑ʙ⚔（ ಛ 別 研 究 ）

֤科目܈の必修科目
を含め⚒科目⚔単位
以上をબ୒し、⚑⚒科
目⚒⚔単位以上修得

⚒⚑・⚒・⚓医 療 分 ࢠ ػ 能 Խ 学 ಛ ࿦඼

質

科

目

܈

⚒⚑・⚒・⚓౦ ༸ 医 薬 学 ಛ ࿦

⚒⚑・⚒・⚓ྟ চ 分 ੳ Խ 学 ಛ ࿦

⚒⚑・⚒・⚓Ԡ ༻ 薬 剤 学 ಛ ࿦

⚒⚑・⚒・⚓医 療 薬 学 ج ૅ ԋ श Ⅰ

⚒⚑・⚒・⚓໔ Ӹ Խ 学 療 ๏ 学 ಛ ࿦҆
શ
性
科
目
܈

⚒⚑・⚒・⚓薬 ඼ ࡞ ༻ 学 ಛ ࿦ Ⅰ

⚒⚑・⚒・⚓薬 ඼ ࡞ ༻ 学 ಛ ࿦ Ⅱ

⚒⚑・⚒・⚓医 療 ެ ऺ Ӵ ੜ 薬 学 ಛ ࿦

⚒⚒・⚓医 療 薬 学 ج ૅ ԋ श Ⅱ

⚒⚑・⚒・⚓ྟ চ 薬 学 ಛ ࿦ Ⅰ有
効
性
科
目
܈

⚒⚑・⚒・⚓ྟ চ 薬 学 ಛ ࿦ Ⅱ

⚒⚑・⚒・⚓ϑΟδΧϧΞηεϝϯτಛ࿦

ײ⚓・⚒・⚑⚒ છ ঱ ࣏ 療 薬 学 ಛ ࿦

⚒⚒・⚓医 療 薬 学 ج ૅ ԋ श ᶙ

必修科目⚖科目⚑⚒単位、બ୒必修科目⚑⚘単位以上　合ܭ⚓⚐単位以上修得

本研究科課程の修了要݅としては、⚔年間の学修期間をもって研究科が指定した所定の単位（⚓⚐単位以
上）修得をຬたし、かつ博士࿦文本審査および最終試験に合格することとする。
学位審査のݫ格性及びಁ໌性をอつために、博士࿦文審査੥求は、本研究科が認定するݖҖある学ज़ࡶ
とし、当該࿦文についてओ査ならびに෭査により༧備審査を実施、༧備審ޙՄが得られたڐࡌに࿦文掲ࢽ
査合格ޙに博士研究成Ռ発表ձをެ։で։࠵し、研究科教授ձによる本審査では、研究の৽ن性、ϓϨθ
ϯςʔγϣϯ能力、࿦ཧ的ߟࢥ能力等を૯合的に൑அすることにより、有効౤ථ਺の過൒਺のࢍ成をもっ
て合格とする。͞らに、Խ学ྖҬのӳޠ能力の֬認のために実施する最終試験の合格を義຿෇ける。
なお、博士࿦文のެ表については当該博士࿦文が本研究科認定のݖҖある学ज़ࢽࡶに掲͞ࡌれること、
͞らにͦの別࡭を本学ਤ書ؗに所ଂし、Ӿཡر๬者はいつでも見ることができるものとする。
本研究科が認定する「ݖҖある学ज़ࢽࡶ」とは、ΠϯύΫτϑΝΫλʔ（Ⅰ̛）を持つ国ࡍӳޠ学ज़ࡶ
೉でࠔがࡌ΁の掲ࢽࡶ学ज़ޠӳࡍ४とする。ୠし、஍Ҭ医療にؔする研究࿦文等は、Ⅰ̛を持つ国جをࢽ
あることが૝定͞れる。ͦこで、本研究科教授ձでは、博士࿦文の質の֬อのために、博士࿦文を掲ࡌし
たい学ज़ࢽࡶがⅠ̛を持たない場合、ͦのࢽࡶが博士࿦文掲ࢽࡶࡌとして相ԠしいかͲうか別్認定をߦ
う。ୠし、掲ࡌ学ज़ࢽࡶは、ີݫな査ಡ制度を有するものとする。ैって、Ⅰ̛を持たない学ज़ࢽࡶに博
士࿦文を౤ߘする場合は、౤ߘ前に研究科教授ձに博士࿦文掲ࢽࡶࡌの認定をਃ੥しなけれ͹ならない。
これらの博士࿦文掲ࢽࡶࡌの認定は、定期的に見௚しを実施する。また、博士࿦文については、ୈ⚑ஶ者
であることが求められる。

ʲ修ྃ要݅ʳ

※修了要݅は、⚔年以上ࡏ੶し、ඪهΧϦΩϡϥϜ表の௨り、必修科目⚑⚒単位を含め、બ୒必修科目⚑⚘
単位以上合ܭ⚓⚐単位以上を修得し、ࡏ੶தに博士࿦文をఏ出し最終試験に合格した者。
※⚒⚐⚒⚒年度のΧϦΩϡϥϜはมߋになる場合があります。
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ʲཤ修ࢦಋ及びࢦڀݚಋの方๏ʳ
ʪ履修指導ʫ
本研究科院ੜのকདྷのਐ࿏として、ᾇප院薬ۈہ຿ر๬、ᾈௐ剤薬ۈہ຿ر๬、ᾉප院薬ہまたはௐ剤
薬ۈہ຿を૝定しているが、まだಛ定していない、ᾊૅج系大学教員や૑薬研究者ر๬等の⚔つのύλʔ
ϯを૝定している。ैって、研究指導教員は、入学࣌に院ੜのকདྷのਐ࿏についてௐ査をおこない、必修
⚖科目にՃえてબ୒科目のਪ঑履修Ϟσϧをఏࣔする。
（⚑）ප院薬ۈہ຿ر๬者については、高度医療をαϙʔτするための薬෺ߏ଄׆性相ؔの知識の必要性、
またۙ年ප院薬ہのଟ͘で̩Ｄ̢をは͡めとする分ੳثػの導入がਐΜでいることからͦれらの׆༻を૝
定して、「①඼質」科目܈から「医療分ػࢠ能Խ学ಛ࿦」、「ྟচ分ੳԽ学ಛ࿦」の⚒科目のબ୒をਪ঑し、
͞らにこの܈におけるͦれらの能力の૯合的׆༻を目指す必修ԋश科目「医療薬学ૅجԋशⅠ」を修得す
る。また、「②҆શ性」科目܈からは、ྟচでの薬෺療๏のૅجとなる「薬඼࡞༻学ಛ࿦Ⅰ・Ⅱ」にՃえ
て、高度医療にෆՄܽな「໔ӸԽ学療๏学ಛ࿦」の⚓科目のબ୒をਪ঑し、͞らに必修ԋश科目「医療薬
学ૅجԋशⅡ」を修得する。「③有効性」科目܈では、医療ݱ場で必ਢとߟえられる「ྟচ薬学ಛ࿦Ⅰ」
にՃえて「ྟচ薬学ಛ࿦Ⅱ」、薬剤師ϕουαΠυ業຿にରԠするための「ϑΟδΧϧΞηεϝϯτಛ࿦」
や「ײછ঱࣏療薬学ಛ࿦」の⚔科目શてのબ୒を履修し、͞らに必修ԋश科目「医療薬学ૅجԋशᶙ」を
修得する。
（⚒）ௐ剤薬ۈہ຿ر๬者については、஍Ҭ医療におけるίϛϡχςΟʔ薬ہ業຿がෆՄܽであることか
ら、「①඼質」科目܈では、׽方薬の̤̩ＣにؔΘる「౦༸医薬学ಛ࿦」、「Ԡ༻薬剤学ಛ࿦」の⚒科目のબ
୒をਪ঑し、͞らに、この܈におけるͦれらの能力の૯合的׆༻を目指す必修ԋश科目「医療薬学ૅجԋ
शⅠ」を修得する。また、「②҆શ性」科目܈では、ྟচでの薬෺療๏のૅجとなる「薬඼࡞༻学ಛ࿦
Ⅰ・Ⅱ」にՃえて஍Ҭ༧๷薬学の؍఺から「医療ެऺӴੜ薬学ಛ࿦」の⚓科目のબ୒をਪ঑し、͞らに必
修ԋश科目「医療薬学ૅجԋशⅡ」を修得する。「③有効性」科目܈では、医療ݱ場で必ਢとߟえられる
「ྟচ薬学ಛ࿦Ⅰ」にՃえて「ྟচ薬学ಛ࿦Ⅱ」、ࡏ୐医療にରԠするための「ϑΟδΧϧΞηεϝϯτ
ಛ࿦」や「ײછ঱࣏療薬学ಛ࿦」の⚔科目શてのબ୒をਪ঑し、͞らに必修ԋश科目「医療薬学ૅجԋश
ᶙ」を修得する。
（⚓）ප院薬ہまたはௐ剤薬ۈہ຿ر๬しているが、まだಛ定していない者については、কདྷͲͪらのۈ
຿にबいてもରԠできるよう履修指導をおこないたい。ͦこで、「①඼質」科目܈から、「医療分ػࢠ能Խ
学ಛ࿦」、「ྟচ分ੳԽ学ಛ࿦」、「Ԡ༻薬剤学ಛ࿦」の⚓科目のબ୒をਪ঑し、͞らに、この܈におけるͦ
れらの能力の૯合的׆༻を目指す必修ԋश科目「医療薬学ૅجԋशⅠ」を修得する。また、「②҆શ性」
科目܈では、ྟচでの薬෺療๏のૅجとなる「薬඼࡞༻学ಛ࿦Ⅰ・Ⅱ」にՃえて高度医療にෆՄܽな「໔
ӸԽ学療๏学ಛ࿦」の⚓科目のબ୒をਪ঑し、͞ らに必修ԋश科目「医療薬学ૅجԋशⅡ」を修得する。「③
有効性」科目܈では、医療ݱ場で必ਢとߟえられる「ྟচ薬学ಛ࿦Ⅰ」のみとし、薬剤師ϕουαΠυ業
຿・ࡏ୐医療にରԠするための「ϑΟδΧϧΞηεϝϯτಛ࿦」や「ײછ঱࣏療薬学ಛ࿦」の⚓科目のબ
୒をਪ঑し、͞らに必修ԋश科目「医療薬学ૅجԋशᶙ」を修得する。
①」、๬者については、඼質および҆શ性؅ཧがॏ要であることからر系大学教員や૑薬研究者ૅج（⚔）
඼質」科目܈から、「医療分ػࢠ能Խ学ಛ࿦」、「ྟচ分ੳԽ学ಛ࿦」、「౦༸医薬学ಛ࿦」、「Ԡ༻薬剤学ಛ
࿦」の⚔科目શてのબ୒をਪ঑し、͞らに、この܈におけるͦれらの能力の૯合的׆༻を目指す必修ԋश
科目「医療薬学ૅجԋशⅠ」を修得する。「②҆શ性」科目܈では、ྟচでの薬෺療๏のૅجとなる「薬
඼࡞༻学ಛ࿦Ⅰ・Ⅱ」、「໔ӸԽ学療๏学ಛ࿦」「医療ެऺӴੜ薬学ಛ࿦」の⚔科目શてのબ୒をਪ঑し、
͞らに必修ԋश科目「医療薬学ૅجԋशⅡ」を修得する。「③有効性」科目܈では、薬剤師ϕουαΠυ
業຿・ࡏ୐医療にରԠするための本学ಠࣗの「ϑΟδΧϧΞηεϝϯτಛ࿦」のみ⚑科目のબ୒をਪ঑し、
͞らに必修ԋश科目「医療薬学ૅجԋशᶙ」を修得する。

ʻ研究指導ʼ
　博士࿦文のओ題は、研究指導教員の指導のԼ、院ੜがকདྷのਐ࿏にଊΘれることな͘७ਮな学ज़的ڵຯ
にैい、研究指導教員がऔり૊Μできたこれまでの研究ςʔϚをߟࢀにして౼ٞをॏͶ、͞らに、医薬඼
の඼質、҆શ性、有効性のಠ立した⚓܈の区分にଊΘれることなܾ͘定する。研究指導では、博士࿦文が
ࣾձにより大き͘ݙߩできることを目ඪに、Մ能な限り高いϨϕϧの学ज़࿦文࡞成を目指す。

科目名：（ಛ別研究）単位਺：⚐
授業の֓要・Ұൠ目ඪ（̜̞̤）
　ྟচݱ場において指導的立場に立てる医療人として、医薬඼の඼質、҆શ性、有効性を含めた༷ʑな業
຿上の専門性の高い問題にରॲするために、問題఺をந出しݕ౼課題をઃ定する能力、課題਱ߦの手๏を
બ୒し実施する能力、ݕ౼݁Ռを؍٬的にධՁし૯ׅする能力、͞らに、成Ռをެ表しࣾձにؐݩする能
力が求められる。博士࿦文の࡞成は、ͦれらの能力をഓい本研究科が目指す有能な指導的立場に立てる医
療人ཆ成にෆՄܽなものである。͞らに、ಛ別研究で࡞成する博士࿦文は、ͦれࣗମ、ࣾձ΁のݙߩにお
いて学ज़的にॆ分な৽ن性が求められる。ͦこでಛ別研究では、院ੜがকདྷのਐ࿏にଊΘれることな͘、
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◎ 4 年 間 の 流 れ ◎

１ 年 次１ 年 次

オリエンテーション

科目履修

・研究テーマおよび修了後の
　進路希望の聴取
・履修指導
・研究指導教員の決定

研究指導（特別研究）
・研究テーマの確定
・研究計画書の作成
・倫理審査会又は
　　動物実験委員会での審査
・研究実験方法等指導
・研究の実施、データ収集

研究テーマ・計画報告
・公開研究成果報告会

研究進捗状況報告書投稿
・医療薬学研究科へ提出

２ 年 次２ 年 次

オリエンテーション

科目履修

・研究指導教員の指導

研究指導（特別研究）

・研究実験方法等指導

・研究の実施、データ収集

研究結果報告
・公開研究成果報告会

研究進捗状況報告書投稿
・医療薬学研究科へ提出

３ 年 次３ 年 次

オリエンテーション

科目履修

・研究指導教員の指導

研究指導（特別研究）

・研究の実施、データ収集
・研究データの整理
・論文を執筆

研究結果報告
・公開研究成果報告会

研究進捗状況報告書投稿
・医療薬学研究科へ提出

４ 年 次４ 年 次

オリエンテーション

科目履修

・研究指導教員の指導

研究指導（特別研究）

・論文を執筆

論文投稿

論文審査・最終試験
・予備審査
・本審査
・最終試験

ಛผڀݚɹࢦڀݚಋڭ員のྖڀݚҬ

１ ２

３ ４

教授　前　田　和　彦

　これまで脳死からの臓器移植、安楽死、尊厳死、医療
過誤等において、臨床上の医療従事者の倫理観と法的責
任について研究を進めてきた。近年は、従来の研究に加
えて、医療従事者（薬剤師を中心として）の資格法上の
業務範囲と実際の医療現場での業務範囲との適合を現場
のリサーチ等から比較検討し、医療従事者に必要な倫理
観と対応する法制度の再構築を図るべく研究を進めてい
る。薬剤師等の医薬品使用の安全性等は、対応する専門
職の臨床に特化した倫理観とそれを支える法制度の適切
な相関関係の中にあるべきとのことを導き出すのが研究
の主眼である。

教授　比　佐　博　彰

　これまで神経・体液性腎臓機能調節機構および副腎カ
テコールアミン放出機構の解析を進めてきた。近年は、
虚血再灌流による臓器障害の発現機序と治療薬の探索に
加え、ヒト心臓バイパス手術におけるバイパス血管のセ
ロトニン誘発れん縮を増強するリスクファクターの解明
を進めている。研究方法として、血管収縮反応測定のた
めのマグヌス法、組織免疫染色、ウエスタンブロット、
ノザンブロット、PCRなど分子生物学手法を用いてい
る。

教授　山　﨑　哲　郎

　これまで生理活性化合物の探索を目的として、尿素誘
導体やエンヒドラジンを出発原料とした窒素原子、酸素
原子、イオウ原子等を含む４～７員環の新規複素環化合
物の合成および合成法の開発研究を進めるとともにペプ
チド合成に必要な脱水縮合剤の合成研究を行ってきた。
近年では、遺伝子をターゲットとした新たな機能性核酸
誘導体のモノマー、オリゴマーの合成研究ならびに生理
活性を有する新規ジペプチド誘導体の合成研究を進めて
いる。

教授　髙　村　徳　人

　これまで血清中のヒト血清アルブミン（HSA）および
α1‒糖蛋白質（AGP）の薬物結合サイトの結合能と薬
物生体内分布の関連やサイトの微環境変化およびHSAの
抗酸化能についての研究を進めてきた。近年は、HSAお
よびAGPの結合サイトの経時的な結合変化を患者血清か
ら直接測定するための手法を開発し、その結果に基づき
鎮痛薬の効果的な投与方法の臨床応用を可能としてい
る。さらに病態評価のためのフィジカルアセスメントの
手法も取り入れている。これらの経験をもとに、HASや
AGPの解析法および臨床応用についても修得する。研究
手法としては、HPLCや円二色による分析法および蛍光
プローブ法やUV吸収差スペクトル法などを用いている。

७ਮな学ज़的ڵຯにैい、֤ 研究指導教員がऔり૊Μできたこれまでの研究ςʔϚをߟࢀに౼ٞをॏͶ、
研究指導教員をܾ定する。͞らに⚒年次からは、研究಺༰にԠ͡てෳ਺のิॿ指導教員を഑ஔし、より
きめࡉやかな指導にͮجいて研究を実施できるମ制を੔える。博士࿦文のओ題は、研究指導教員の指導
のԼ、医療඼の඼質、҆શ性、有効性の⚓܈の࿮にଊΘれることなܾ͘定することとし、高いϨϕϧの
学ज़࿦文を࡞成することを目ඪとする。
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５ ６

７ ８

９ 10

11 12

教授　山　本　隆　一

　これまで電位依存性Naイオンチャネルやインスリン
受容体の細胞膜発現調節機構、また血管平滑筋や瞳孔平
滑筋緊張を調節する細胞内シグナル伝達経路の研究を進
めてきた。近年は、心臓バイパス手術におけるヒトバイ
パス血管のセロトニン誘発れん縮を増強するリスクファ
クターの解明を進めている。研究方法として、血管収縮
反応測定のためのマグヌス法、組織免疫染色、ウエスタ
ンブロット、ノザンブロット、PCRなど分子生物学手
法を用いている。

教授　松　野　康　二

　これまで“健康と環境との係わり”に関する研究を進
めてきた。主な研究領域は、毒性学、公衆衛生学、環境
科学、産業衛生学であり、薬毒物および有害化学物質の
安全性評価、体内動態解析、遺伝子多型（個人差）によ
る安全性評価および生体影響（作用機序）の解明に取り
組んできた。また、近年は、化学物質の安全性評価のた
めのバイオマーカーの検索および農産物中の生理活性成
分の検索も進めている。研究を通して、薬毒物の安全性
評価のための手技・手法も修得する。研究手法としては、
種々の機器分析技術を用いている。

教授　黒　川　昌　彦

　これまで伝統医薬物やサプリメント等から新規抗ウイ
ルス薬の開発やウイルス感染病態および宿主感染免疫防
御機序の解析に関する研究とともに、遺伝子治療への応
用に向けたウイルスベクターの基礎研究を進展させてき
た。近年は、これらの研究に加えQOLの維持・増進に
貢献できる研究として、ウイルス感染動物を用いて、胎
児期・新生児期環境化学物質暴露やメタボリックシンド
ロームによる感染症増悪化現象の立証とその解析研究を
進めている。研究方法として、種々のウイルス感染動物
や培養細胞を用いて、病態解析を基盤としてウイルス学
的、免疫学的、生化学的、分子生物学的な種々の手法を
用いて、感染病態変化を遺伝子レベルで解析している。

教授　横　山　祥　子

　これまでにプロスタグランジンなど不安定な薬物の分
解反応を速度論的に解析し、生体内界面活性物質を使っ
た安定化を報告した他、新規抗腫瘍活性化合物OSW‒1
の標的指向化を目的とした表面修飾リポソームを用いた
DDS研究を行ってきた。最近では、原子間力顕微法
（AFM）の手法を用いて、生体膜表面でのシグナル伝達
や細胞認識などの生体界面現象を解明するとともに、生
体膜と薬物の相互作用というテーマで薬物の分布状態、
選択的集積性の有無、薬物活性、副作用などを目で見え
る画像として捉えることにも取り組んでいる。

教授　鈴　木　彰　人

　これまで、薬物血中濃度解析および副作用モニタリン
グの手法を用いて、処方設計支援を中心とした医薬品適
正使用に関する研究を行ってきた。近年は、日本を含め
た主要諸国において、チーム医療で行う臨床栄養管理が
重要視されるようになったことから、薬物療法のみなら
ず栄養療法にまで視点を広げ、脳血管障害回復期におけ
る適正な臨床栄養評価の実施に関する研究を手がけてき
た。現在はさらに、侵襲期、特に外科手術時の栄養管理
について、新たな栄養指標として酸化ストレスマーカー
を取り入れることを試み、生化学的手法を用いて栄養療
法における個別化治療に貢献できることを目指してい
る。

教授　白　﨑　哲　哉

　これまで、電気生理学、Ca2+イメージング、行動科
学的手法などを用いて、中枢・末梢神経の生理機能と薬
毒物の薬効および副作用発現機序等について解明して来
た。最近は、超音波発声など非接触性の最新行動科学解
析技術も取り入れて、環境要因の中枢神経機能に対する
影響の解明と予防薬学への応用を目指している。また、
環境要因とウェアラブル端末を利用した、ヒトでの疾病
予防・健康サポート法についても検討している。

　これまで副作用の軽減を目指した薬物投与設計に関す
る研究、副作用を誘発する薬物の体内動態に関する研究
及び薬学的評価に関する統計解析などを進めてきた。
方法としては、ＨＰＬＣ、原子吸光光度計、培養細胞に
よるトランスポート実験、ＭＴＴ試験である。また近年
は、副作用を発見するために必要なバイタルサイン及び
フィジカルアセスメントが学べる教材開発を進めてい
る。方法としては、患者データをプログラムしたシミュ
レータと様々な医療機器を組み合わせることにより病態
変化が確認できるシミュレーション教授法の構築やｅ
ラーニング教材の開発を手がけている。

教授　徳　永　　　仁

　細胞表層に存在する糖鎖は細胞間情報伝達機構に深く
関与しており、これら糖鎖の機能を化学的及び物理的見
地からの解明を目指している。これまでに疑似細胞膜上
における糖鎖を原子間力顕微鏡で観察することで、その
物理的挙動を明らかにした。また、糖鎖認識機構を明ら
かにするための分子ツールを化学合成により開発し、レ
クチンとの相互作用解明を目指している。さらに天然由
来糖脂質を化学合成することで、新たな糖鎖機能の解明
や創薬に繋がる研究を行っている。

教授　大　塚　　　功
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　これまで緑色蛍光タンパク質（GFP）を用いた蛍光
Ca2+プローブG-CaMPを開発・改良し、イメージング
による神経回路機能の研究を行ってきた。近年は、さま
ざまな蛍光プローブの開発・改良とそれらの病態モデル
実験系への応用を通じて、発症の前兆となり得る微弱な
細胞活動異常の検出、発症に至る過程での細胞活動の変
容の解明を目指した研究を行っている。研究手法として、
分子細胞生物学、生化学、薬理学、分子間相互作用測定、
光学測定、蛍光イメージングなどを用いている。

　私が薬学部に進んだのは、新しい薬を開発して、多く
の人に貢献しようという考えからです。免疫・炎症反応
に興味を持ち、薬学部の学生の時から炎症が関わる病態
の発症機構を解明し、新規治療法を開発するために、マ
ウスや細胞を利用して研究しています。免疫が関わる病
態として自己免疫やアレルギーなどの疾患があります
が、最近、糖尿病などのメタボリック症候群や癌におい
ても免疫が関与することがわかっています。数種類の遺
伝子改変マウスや改変細胞を利用して、標的となる分子
がどのように上記の疾患の病態に関わっているかを解明
し、新規の治療法を開発する研究を行っています。

　これまで中枢機能、特に空間認知学習の形成に関わる
因子の解明を行ってきた。近年は、培養神経細胞および
神経幹細胞などを用いて、神経細胞の機能的成熟や分化
調節機構などの研究を進めているほか、インスリンが血
管や血小板の反応性に及ぼす影響についても研究を進め
ている。研究方法としては、学習行動を評価するための
迷路行動実験、免疫化学染色、ウエスタンブロット、
RT‒PCRなどの手法を用い、動物個体から分子まで多角
的なアプローチを行っている。

　これまで生活習慣病モデルラットにおける交感神経調
節機構、また循環器系疾患モデル動物を使用した健康食
品の安全性および副作用についての研究を進めてきた。
近年は、心臓バイパス手術におけるヒトバイパス血管の
セロトニン誘発れん縮を増強するリスクファクターの解
明を進めている。研究方法として、血管収縮反応測定の
ためのマグヌス法、組織免疫染色、ウエスタンブロット、
ノザンブロット、PCRなど分子生物学手法を用いてい
る。

　これまで薬物の治療効果を高めるための投与計画に関
する研究を進めてきた。具体的には薬物血中濃度モニタ
リング（Therapeutic Drug Monitoring:TDM）に関する
研究、タンパク結合置換現象を利用した薬物の遊離型濃
度を高めるための研究である。近年は、ヒトおよび病態
モデル動物における薬物の体内動態と薬理効果の関係解
析、フィジカルアセスメントの手法や非侵襲的に病態を
評価できる医療機器を用いて薬物の体内動態の変化を簡
便に評価する方法の開発に取り組んでいる。研究手法と
しては、動物実験、HPLCや蛍光プローブ法などを用い
ている。

　医薬品の中には代謝物に強い毒性がある場合があり、
生体内で反応性の高い代謝物を生成することが原因と考
えられている。このような薬物について、生体内と同一
の代謝物を効率よく生成し、検出する方法を開発してき
た。生体内では、反応性代謝物が生体内分子と反応し（こ
のことが毒性に繋がる）、反応性代謝物の単離は行えな
いため、生体外で薬物代謝物を生成できる電気化学反応
を使ってアプローチしている。今後、反応性代謝物の構
造や生体内分子との反応機構を明らかにし、毒性メカニ
ズムの解明に繋げていく。

　これまで糖尿病などの肥満関連疾患に対する新規予
防・改善法開発のために、脂肪組織・細胞や免疫細胞の
炎症・機能制御に対する食品成分や天然物由来成分の有
用性評価を行ってきた。さらに近年は、食品成分による
免疫細胞の機能制御を標的としたアレルギー疾患の予
防・治療法開発に関する基礎研究を進めている。研究方
法は、実験動物や培養細胞を使い、生化学・分子細胞生
物学・免疫学等の実験手法と用いる。これらの研究を通
して、食品成分等の疾患に対する有用性評価と作用機序
の解明を目指す。

　これまで医薬先導化合物や機能性成分を開拓するため
に、成分報告の乏しい薬用植物や農作物などの天然資源
から新規生理活性物質の探索を行ってきた。さらに近年
は、メタボロミクスを基軸とした薬用植物の品質評価法
を構築する研究に挑戦している。研究方法は、カラムク
ロマトグラフィーやＨＰＬＣを用いた分離精製、ＮＭＲ
やＭＳを用いた構造解析、培養細胞や酵素を用いた生理
活性評価など広範囲に及ぶ。これらの研究を通して、天
然資源含有成分の医薬品や化粧品への活用および高精度
なスクリーニングツールの開発を目指す。

教授　大　倉　正　道 教授　木　村　博　昭

教授　蒲　生　修　治 准教授　鳥取部　直　子

准教授　緒　方　賢　次 准教授　田　原　佳代子

准教授　吉　田　裕　樹 准教授　甲　斐　久　博
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21 22　癌細胞が分泌する細胞外マトリックス分子やマトリセ
ルラープロテイン、またそれらをプロセシングすること
で制御をおこなうプロテアーゼを中心に生化学、分子生
物学的解析を行っています。細胞外マトリックスの形成
やターンオーバーには、それらの構成分子を切断するこ
とにより修飾を行う、プロテアーゼが重要な因子である
と考えられています。これらの異所性の発現や活性化が
細胞外マトリックスの変化をもたらし、異常な細胞の増
殖、移動など様々な病態に関与することが示唆されてい
ますが、解明されていない部分が多く残されています。
マトリックス・プロテアーゼ研究を通じて、がん転移や
炎症などの病態解明に取り組んでいます。

　第2世代の生理活性リン脂質の代表格である血小板活性
化因子ＰＡＦの細胞内での動態を手始めに、細胞増殖・分化
や創傷治癒など様々な生理作用を有するリゾホスファチジ
ン酸（ＬＰＡ）について研究している。近年は、ＬＰＡが腎傷害の
憎悪か治癒のいずれに機能をするかを調べるために様々
な腎傷害モデルを作成し、体液や組織中のＬＰＡや関連する
脂質およびその産生酵素について調べてきた。また、ＬＰＡの
消化管での代謝と粘膜上皮細胞への作用や疾患の関連性
についても調べた。現在は、グリセロホスホジエステラーゼ
ファミリーについても着目している。リゾリン脂質の産生・
代謝酵素、受容体の量的および質的変動、並びにそれら組
織における生理学的・病態生理学的役割を明らかにした。

准教授　常　住　　　淳 准教授　堤　　　敏　彦
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